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審 査 結 果 の 要 旨 
軽傷頭部外傷(mild traumatic brain injury (mTBI))患者に関して，脳代謝などの報告がなされている
が，脳温度の報告はない．また，脳温度の測定法に関して，非侵襲的な手法がいくつか考案されて
いる．その一つとして拡散強調像 (Diffusion Weighted Image (DWI))を用いた脳温度測定法
(DWI-thermometry)があり，日常臨床で撮像されている DWIを使用できる利点がある．mTBI患者の
脳温度は，その病態把握や患者の臨床管理に役立つ可能性がある． 
申請者は，mTBI患者の脳温度に関して，DWI-thermometryを用いて健常者との比較によりその変
化を検討した．この研究は，後ろ向き研究であり，2008 年 4 月から 2011 年 6 月までの期間に頭部
外傷後 20日以内に頭部MRIを撮像した患者を患者群とした．患者群は Glasgow Coma Scale > 13と
し，側脳室内に出血，すなわち T2*WI で低信号域を認めた場合を除外項目とした．最終的に 20 名
が該当した．このうち，4名に経過観察目的で頭部MRIが施行されており，これを経過観察群とし
た．健常者群は，ボランティアおよび脳ドック検診者で異常所見を認めなかった 14名とした．これ
ら患者群，経過観察群，健常者群の DWI-thermometryにより得られる脳室温度の統計学的な比較検
討を行った．また，温度の指標としてMRI撮像時の体温の比較検討した． 
結果は，患者群の脳室温度は健常者群よりも統計学的に有意差をもって低いことが示された．患
者群と経過観察群，経過観察群と健常者群では有意差を認めなかった．体温は，患者群が健常者群
よりも有意差を持って高いことが示された． 
頭蓋内の温度を規定する因子として，脳代謝，脳機能，脳血流がある．mTBI では脳代謝が低下
する報告がなされており，この脳代謝の低下が今回示された脳温度の低下の原因ではないかと考え
られる．また，体温は患者群が健常者群よりも高い結果であり，このことは患者群での脳温度低下
が体温変化によるものでないことを支持すると考えられた． 
以上が本論文の要旨であるが，mTBIでは健常者よりも脳温度が低下することを示し，mTBIの病
態を知る一つの手がかりとなりうる点で，医学上価値ある研究と認める． 
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